
勘
定
奉
行
に
な
っ
た
庄
屋

　
　
　
　
　
１
北
中
村
直
江
雄
ハ
郎
と
い
う
人
―

　
は
じ
め
に

　
鶴
見
村
は
慶
長
六
年
か
ら
森
藩
の
久
留
鳥
領
に
な
っ
た
。

　
近
世
森
藩
の
記
録
は
多
く
が
火
災
で
焼
失
し
、
鶴
見
村
の
記
録

も
ま
た
市
内
で
は
ほ
と
ん
ど
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
な
い
。
だ
か

ら
、
江
戸
期
の
鶴
見
村
に
つ
い
て
の
事
柄
は
伝
承
で
語
ら
れ
る
程

度
の
も
の
で
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
は
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
玖
珠
町
の
地
域
史
研
究
者
西
野
和
夫
・
森
山
泰
民

両
氏
の
ご
努
力
で
「
森
藩
御
記
録
書
抜
」
の
解
読
が
す
す
み
、
文

化
万
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
ま
で
四
二

年
間
の
史
実
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
「
御
記
録
書
抜
」
（
以

下
「
抜
書
」
）
は
森
藩
士
の
加
藤
海
蔵
が
在
勤
中
に
藩
の
公
式
記

録
か
ら
諸
行
事
を
分
類
整
理
し
た
八
四
冊
に
も
反
ぶ
冊
子
で
あ
る
。

当
然
こ
の
「
書
抜
」
に
よ
っ
て
わ
が
鶴
見
村
の
歴
史
に
も
史
実
の

光
り
が
差
し
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

入
　
江
　
秀
　
利

　
鶴
見
北
中
村

　
鶴
見
村
は
、
北
は
ハ
川
の
流
れ
を
境
に
し
て
南
鉄
輪
・
北
鉄
輪
・

平
田
の
三
村
と
接
し
、
東
は
小
倉
街
道
で
北
・
中
・
南
石
垣
三
村

と
、
南
は
境
川
を
境
に
し
て
別
府
・
朝
見
・
立
石
村
と
、
北
は
鶴

見
岳
の
東
故
に
わ
た
る
広
大
な
村
域
を
擁
し
た
村
で
あ
る
。
い
わ

ば
三
方
を
天
領
に
囲
ま
れ
た
私
領
の
村
で
あ
っ
た
。

　
鶴
見
村
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
「
豊
後
国
郷
帳
」
で

は
村
高
八
二
八
石
で
あ
る
が
、
数
年
後
の
宝
永
年
間
か
ら
は
鶴
見

北
中
村
と
鶴
見
原
中
村
の
二
村
に
分
か
れ
た
。

　
北
中
村
は
小
倉
・
照
湯
と
祓
川
の
北
側
（
北
組
）
、
そ
し
て
祓

川
の
南
側
の
馬
場
や
竹
ノ
内
と
実
相
寺
山
や
大
平
山
、
そ
の
故
に

広
が
る
石
垣
原
（
鶴
見
原
）
の
草
原
が
原
中
村
に
な
っ
た
。
祓
川

は
御
門
川
と
も
呼
ば
れ
た
。
現
在
の
春
木
川
で
あ
る
。

　
北
中
村
に
は
厄
介
な
地
獄
地
帯
と
武
内
社
大
男
大
売
神
社
の
神
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ヅ i ｀

　吻

北中村

原中村

小倉　照湯　杉の木　栗山

馬場　竹ノ内　仲原　大畠

上・下森山　田口　三反田

⑦ハ川　　⑦春木川　（乏）境川

引野

門田

角田

宮太夫　大宮司　仲屋敷　本村　実柑寺

新屋敷　原　荒屋敷　水車

冷川　善通院　の字名が見える

　　　　　　　　　　　　(鶴見七湯の記)
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田
十
五
町
歩
（
豊
後
国
図
田
帳
）
の
豊
か
な
水
田
が
あ
っ
た
。

　
直
江
郷
吉
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
森
藩
士
伊
藤
郡
兵
衛

の
次
男
に
生
ま
れ
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
鶴
見
北
中
村
庄
屋

直
江
弥
藤
太
の
養
子
に
な
っ
た
。
学
問
好
き
の
郷
古
は
、

本
居
宣
長
の
高
弟
で
九
州
国
学
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
中
津
藩
の
渡

辺
重
名
の
門
下
生
に
な
っ
て
国
学
を
学
ん
だ
。
幕
府
領
で
豊
か
な

生
活
を
し
て
い
た
別
府
の
庄
屋
達
や
旧
家
の
子
弟
は
、
日
出
の
帆

足
萬
里
や
日
田
の
広
瀬
淡
窓
に
学
ぶ
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
わ
が

国
古
典
の
研
究
に
没
頭
し
た
の
は
北
中
村
の
郷
吉
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
郷
吉
は
、
享
和
四
年
（
文
化
元
・
一
八
〇
四
）
二
月
二
七
日
、

老
衰
し
た
弥
藤
太
か
ら
北
中
村
庄
屋
を
相
続
し
て
雄
八
郎
と
改
名

し
た
。
二
十
二
才
の
時
で
あ
っ
た
。

　
北
中
村
庄
屋
雄
ハ
郎

　
　
直
江
雄
八
郎
の
国
学
の
素
養
は
、
田
乙
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
顕
れ

’
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
文
化
七
～
九
年
（
一
八
二
四
～
二
五
）
幕
府
測
量
方
役
人
伊
能

　
忠
敬
が
沿
岸
測
量
の
た
め
豊
後
を
訪
れ
た
と
き
、
博
学
の
雄
ハ
郎

　
は
藩
命
で
案
内
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
伊
能
忠
敬
ら
は
七
年
二
月
、

頭
成
か
ら
海
岸
沿
い
に
白
木
村
を
経
て
府
内
城
下
ま
で
、
翌
八
年

は
一
月
に
は
逆
に
浜
脇
村
赤
松
峠
か
ら
小
倉
街
道
に
沿
っ
て
別
府
・

野
口
・
石
垣
・
亀
川
を
経
て
頭
成
ま
で
測
量
し
た
。
ま
た
九
年
は

玖
珠
・
日
田
郡
を
中
心
と
す
る
豊
後
国
の
内
陸
部
を
測
量
を
し
た
。

と
く
に
七
年
の
伊
能
忠
敬
の
『
九
州
測
量
日
記
』
に
は
、

　
「
森
領
頭
成
町
よ
り
同
領
鶴
見
（
北
中
）
村
人
庄
屋
直
江
雄
八
郎

　
案
内
に
て
由
布
山
・
鶴
見
山
・
四
極
山
・
菌
菖
江
の
故
事
を
云

　
う
、
故
に
此
所
に
記
し
ぬ
」

と
由
布
岳
と
笠
縫
島
を
詠
ん
だ
万
葉
集
や
続
古
今
集
の
和
歌
を
五

首
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

　
「
右
石
窟
二
つ
速
見
郡
北
石
垣
村
に
あ
り
（
原
漢
文
）
」

　
〔
北
石
垣
村
二
鬼
ケ
窟
ト
云
ウ
モ
ノ
ニ
ケ
所
ア
リ
　
石
郭
ニ
テ
人

　
ナ
リ
〕
と
註
ま
で
入
れ
て
、
日
本
書
紀
巻
七
の
景
行
紀
に
あ
る

速
津
媛
と
鼠
・
土
蜘
蛛
の
石
窟
の
下
り
を
原
文
で
あ
げ
て
い
る
。

　
実
相
寺
古
墳
に
つ
い
て
は
、

　
〔
又
別
府
太
郎
　
同
次
郎
ノ
塚
　
百
合
若
の
愛
セ
シ
鷹
緑
丸
ノ
塚

ア
リ
　
信
用
二
タ
ラ
ズ
〕
と
い
う
付
記
も
あ
る
。

　
伊
能
忠
敬
は
直
江
雄
八
郎
の
案
内
で
、
測
量
の
コ
ー
ス
か
ら
や

や
は
ず
れ
た
鬼
の
岩
屋
古
墳
や
実
相
寺
古
墳
の
太
郎
次
郎
塚
ま
で
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わ
ざ
わ
ざ
脚
を
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
測
量
日
記
の
内
容
が
単
な
る
記
録
に
お
わ
る
こ
と
な
く
、
菰
蓄

の
あ
る
格
調
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
古
典
に
造
詣
の
深

い
雄
ハ
郎
が
途
中
で
故
事
来
歴
や
古
歌
を
紹
介
し
た
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

　
直
江
雄
ハ
郎
は
、
九
年
二
月
か
ら
七
月
ま
で
奥
豊
後
か
ら
肥
後

に
至
る
測
量
行
に
も
藩
命
で
佐
久
間
三
郎
右
衛
門
と
同
行
し
た
。

　
賢
明
な
雄
ハ
郎
は
伊
能
忠
散
の
測
量
隊
に
同
行
し
て
測
量
術
を

会
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
天
保
七
年
、
今
井
十
郎
と
森
村
庄
屋

大
谷
晏
平
に
測
量
術
を
教
授
す
る
よ
う
に
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
。

　
北
中
村
に
鎮
座
す
る
延
喜
式
内
社
の
火
男
火
売
神
社
は
、
天
正

の
頃
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
宗
麟
の
焼
き
討
ち
に
あ
い
、
社
宝
を

奪
わ
れ
社
人
は
逃
げ
去
っ
て
衰
微
し
た
。
そ
の
後
、
一
遍
上
人
が

熊
野
権
現
の
霊
夢
で
鉄
輪
温
泉
を
開
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
よ
っ

て
、
里
人
は
宝
暦
の
頃
よ
り
温
泉
の
繁
栄
を
祈
っ
て
、
鶴
見
社
を

熊
野
権
現
社
と
称
し
薬
師
如
来
を
本
地
仏
と
し
て
崇
拝
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
雄
ハ
郎
は
、
国
学
の
思
想
か
ら
唯
一
神
道
を
堅

持
し
て
、
鶴
見
社
が
鶴
見
岳
に
鎮
座
す
る
火
男
火
売
二
神
の
社
で

あ
る
こ
と
を
三
代
実
録
や
延
喜
式
・
続
日
本
後
記
な
ど
の
旧
記
を

幡
い
て
事
跡
を
調
べ
、
延
喜
式
内
社
で
あ
る
こ
と
が
国
史
上
正
し

い
こ
と
を
実
証
し
て
神
祇
官
の
承
認
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）
三
月
、
雄
八
郎
は
神
主
を
伴
な
い
上
京
し
て
、

唯
一
神
道
派
の
吉
田
神
社
に
大
男
火
売
神
社
の
「
神
号
の
復
古
」

を
訴
願
し
て
許
可
さ
れ
た
。
鶴
見
社
の
神
号
の
復
活
は
、
雄
ハ
郎

が
国
学
の
徒
で
あ
る
か
ら
こ
そ
な
し
得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
文
致
期
後
半
に
な
る
と
森
藩
は
財
政
に
窮
乏
し
て
、
年
貢
以
外

の
収
入
増
加
策
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
策
に
明
岩
の
生

産
が
あ
る
。
藩
は
鶴
見
明
岩
山
を
手
山
（
直
営
）
に
し
て
、
従
来

ど
お
り
脇
屋
家
と
近
江
屋
の
諸
山
に
し
て
生
産
と
販
売
を
行
わ
せ

運
上
（
税
）
の
増
額
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
時
、
明
岩
山
の

経
営
に
つ
い
て
地
元
の
大
庄
屋
と
同
村
小
倉
の
佐
藤
忠
右
衛
門
が

よ
く
協
力
し
た
と
い
う
の
で
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
三
月
四

日
雄
ハ
郎
は
苗
字
帯
刀
御
免
、
庄
屋
順
席
を
「
玖
珠
大
庄
屋
次
」

に
昇
格
し
、
同
時
に
小
倉
の
忠
右
衛
門
に
も
庄
屋
格
を
仰
せ
つ
か
っ

た
。
庄
屋
格
は
庄
屋
の
実
務
を
伴
な
わ
な
い
一
種
の
格
式
で
、
役

職
は
組
頭
で
あ
る
。
小
倉
の
佐
藤
家
に
つ
い
て
は
「
鶴
見
七
湯
の

記
」
に
、
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（
小
倉
の
長
が
家
の
先
祖
佐
藤
大
学
介
と
い
う
も
の
、
弘
安
中
に

　
　
こ
二
七
八
～
八
七
）
上
国
よ
り
こ
の
小
倉
に
移
り
、
は
じ
め

　
は
祓
川
の
ほ
と
り
に
住
し
其
の
後
今
の
屋
敷
に
移
り
住
ま
わ
り

　
弘
安
中
よ
り
五
百
六
十
余
年
、
今
の
主
入
信
敷
（
忠
右
衛
門
）

　
に
至
ま
で
そ
の
血
統
相
続
せ
り
。
農
家
に
は
め
ず
ら
し
き
旧
家

　
と
云
う
べ
し
。
か
か
る
故
に
名
子
と
唱
え
て
家
の
特
高
の
田
畑

　
を
分
ち
あ
た
え
置
て
、
家
来
筋
の
百
姓
古
く
は
四
十
余
軒
有
り

　
け
る
が
、
減
じ
て
今
は
よ
う
よ
う
二
十
余
軒
あ
り
。
新
御
代
毎

　
に
君
侯
み
く
ぬ
ち
御
め
ぐ
り
（
領
国
巡
見
）
の
と
き
は
、
い
つ

　
も
御
腰
を
掛
け
さ
せ
給
う
古
例
に
し
て
、
三
郡
（
領
内
速
見
・

　
玖
珠
・
日
田
郡
）
の
御
百
姓
の
う
ち
に
し
て
第
一
の
旧
家
也
け

　
り
」
と
あ
る
。
小
倉
で
「
御
方
」
と
か
「
古
キ
家
筋
」
と
云
わ

れ
て
い
た
由
縁
で
あ
る
。

　
　
「
書
抜
」
に
は
佐
藤
家
の
他
に
、
鶴
見
の
大
百
姓
で
は
、
文
化

三
年
に
庄
屋
格
と
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
北
中
村
中
屋
敷
の
松
川

儀
右
衛
門
と
文
政
二
年
二
月
に
苗
字
を
許
さ
れ
た
原
中
村
の
森
山

沢
右
衛
門
の
名
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
藩
へ
の
献
銀
献
米
の
功
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
原
中
村
の
庄
屋
は
、
文
化
十
一
年
に

大
庄
屋
格
に
な
り
同
十
三
年
に
直
江
和
太
古
の
倅
武
十
郎
（
郡
兵

衛
）
が
相
続
し
た
。

　
藩
財
政
再
建
策
に
藩
札
「
七
六
文
鎮
」
の
発
行
が
あ
る
。
銀
一

匁
と
交
換
す
る
紙
幣
で
あ
る
。
銭
と
銀
の
交
換
比
率
は
日
田
の
銀

相
場
に
よ
っ
た
も
の
で
、
三
郡
に
ま
た
が
る
森
藩
領
で
は
銀
相
場

が
微
妙
に
異
な
る
た
め
に
交
換
が
む
つ
か
し
く
、
と
く
に
交
易
港

の
あ
る
頭
成
町
で
は
銀
相
場
が
高
く
う
ま
く
通
用
し
な
か
っ
た
。

雄
八
郎
は
切
手
（
藩
札
）
の
交
換
に
つ
い
て
、
頭
成
役
所
に
度
々

有
意
義
な
提
言
を
お
こ
な
い
流
通
に
尽
力
し
た
の
で
、
天
保
二
年

正
月
（
一
八
三
一
）
、
藩
よ
り
誉
状
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
一

　
天
保
二
年
正
月
九
日
、
直
江
雄
八
郎
は
、
優
れ
た
行
政
手
腕
が
　
　
1
0
1

認
め
ら
れ
て
中
小
姓
＾
士
分
゛
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
ヽ
南
鉄
　
　
一

輪
村
佐
藤
家
よ
り
郁
蔵
を
養
子
に
迎
え
て
庄
厭
戦
を
譲
り
、
藩
政

に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
四
年
、
抜
擢
さ
れ
て
頭
成
代
官

役
に
登
用
さ
れ
る
と
伊
高
家
を
お
こ
し
、
又
兵
衛
と
改
名
し
て
、

飛
地
の
速
見
郡
三
村
の
政
治
に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。

森
藩
役
人
伊
島
又
兵
衛

　
天
保
七
年
の
秋
は
未
曾
有
宇
の
大
飢
饉
が
玖
珠
・
日
田
圃
郡
を

襲
っ
た
。
頭
成
代
官
伊
島
又
兵
衛
は
転
懇
で
あ
っ
た
天
領
亀
川
村



の
庄
屋
高
橋
万
之
丞
か
ら
、
救
荒
食
と
し
て
目
刺
二
百
束
（
一
万

八
百
串
）
の
寄
進
を
う
け
た
。
藩
で
は
さ
っ
そ
く
飢
饉
の
酷
か
っ

た
地
域
に
、
一
人
五
串
づ
つ
配
っ
て
夫
食
の
足
し
に
し
た
。
同
八

年
正
月
九
日
、
「
異
作
（
凶
作
）
ニ
ツ
キ
手
当
テ
ョ
ロ
シ
キ
タ
メ
」

又
兵
衛
は
こ
の
功
に
よ
り
伊
島
家
の
家
督
を
許
さ
れ
て
、
倅
梅
吉

（
後
述
）
が
相
読
者
に
認
定
さ
れ
た
。

　
天
保
九
年
四
月
江
戸
出
府
、
同
年
十
一
月
大
会
所
仮
役
、
翌
十

年
大
会
所
奉
行
・
大
山
奉
行
・
町
奉
行
兼
帯
、
翌
十
一
年
正
月
大

坂
御
留
守
居
役
と
な
っ
て
大
坂
役
所
に
登
坂
し
た
。
頭
成
代
官
以

来
め
ま
ぐ
る
し
く
役
所
は
変
わ
っ
た
が
、
天
保
十
四
年
五
月
、
大

坂
留
守
居
役
を
「
暫
ラ
ク
休
息
」
す
る
ま
で
着
実
に
上
位
の
役
職

へ
登
っ
て
い
っ
た
。

　
天
保
十
四
年
、
祓
川
の
氾
濫
で
照
湯
の
湯
が
押
し
流
さ
れ
た
。

同
年
活
然
亭
に
入
湯
に
来
た
藩
主
通
嘉
が
、
実
相
寺
の
賢
乗
和
尚

と
小
倉
の
忠
右
衛
門
が
霊
湯
の
復
旧
を
画
策
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
通
嘉
は
藩
費
で
再
建
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
侍
医
の
手
島
芳

策
に
国
内
の
温
泉
の
調
査
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
北
中
・
原
中
村

両
庄
屋
に
協
力
を
命
じ
て
、
同
年
六
月
よ
り
工
事
に
取
り
か
か
っ

た
。

　
伊
島
又
兵
衛
の
「
暫
ラ
ク
休
息
」
は
、
旧
北
中
村
庄
屋
と
し
て

照
湯
普
請
の
見
か
じ
め
の
た
め
に
呼
び
戻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

翌
十
五
年
寺
社
・
勘
定
奉
行
に
取
り
立
て
ら
れ
た
又
兵
衛
は
、
同

年
十
月
六
日
、
一
大
温
泉
場
に
再
興
さ
れ
た
照
湯
へ
通
嘉
の
御
成

に
同
行
し
て
「
湯
治
先
御
用
」
勤
め
て
い
る
。

　
八
代
藩
主
通
嘉
の
積
極
的
な
人
材
登
用
政
策
が
、
飛
地
の
一
介

の
庄
屋
を
こ
れ
ま
で
に
抜
擢
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
人
伊
島
重
枝
（
又
兵
衛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
　
天
保
一
五
）
十
一
月
、
六
十
四
歳
に
　
　
皿
一

な
っ
た
又
兵
衛
２
里
枝
゛
は
寺
社
゜
勘
定
奉
行
の
職
を
解
か
れ
て
　
　
一

記
録
方
に
転
じ
る
が
、
傍
ら
念
願
の
「
鶴
見
七
湯
の
記
」
を
上
梓

し
た
。

　
　
「
鶴
見
七
湯
の
記
」
は
鶴
見
に
あ
る
七
つ
の
湯
の
特
色
や
名
所
・

旧
跡
・
名
産
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
学
に
素
養
の
あ
る
伊

島
重
枝
が
王
朝
風
の
優
雅
な
文
章
を
書
き
、
絵
師
江
川
吉
貞
が
遠

近
法
を
巧
み
に
取
り
入
れ
て
極
彩
色
の
風
景
画
を
描
い
た
画
帳
で

あ
る
。
重
枝
は
照
湯
十
勝
と
銘
う
っ
た
景
勝
を
撰
び
、
万
葉
集
を

は
じ
め
諸
歌
集
か
ら
地
名
に
因
む
和
歌
を
収
録
し
た
。



　
ま
た
各
景
勝
に
重
枝
の
自
身
の
作
歌
も
書
き
入
れ
た
。

言
路
桜
花

　
松
杉
も
花
の
雲
間
に
う
つ
も
れ
て

　
　
　
　
　
　
山
は
さ
く
ら
の
ほ
か
な
か
り
け
り
　
　
　
重
枝

鶴
峯
紅
葉

　
鶴
見
山
あ
き
の
に
し
き
に
高
機
は

　
　
　
　
　
　
ほ
の
女
の
神
や
織
い
だ
す
ら
む
　
　
　
　
重
枝

重
枝
は
各
地
の
歌
人
に
作
歌
を
依
頼
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
こ
れ

は
果
し
て
い
な
い
。

　
画
帳
は
上
下
二
冊
か
ら
な
り
縦
四
三
×
横
三
〇
の
大
判
の
折
本

で
見
開
き
い
っ
ぱ
い
に
絵
が
あ
る
。

　
照
湯
が
完
成
し
て
入
湯
客
が
押
し
寄
せ
鶴
見
の
里
が
繁
栄
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
晩
年
の
重
枝
こ
と
雄
ハ
郎
は
故
郷
鶴
見
村
の
風

物
を
広
く
紹
介
し
た
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
鶴
見
七
湯
の
記
」
（
県
立
宇
佐
歴
史
博
物
館
蔵
）
は
、
江
戸

期
後
半
の
郷
土
を
知
る
史
料
と
し
て
伊
島
重
枝
が
現
在
に
残
し
て

く
れ
た
至
宝
で
あ
る
。

　
伊
島
又
兵
衛
（
重
枝
・
直
江
雄
八
郎
）
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八

五
三
）
七
十
二
才
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
墓
は
玖
珠
町
に
あ
る
が

実
相
寺
の
直
江
家
墓
地
に
も
分
墓
が
あ
る
。

明
君
と
硫
黄

　
八
川
を
境
に
し
て
北
側
は
幕
府
領
野
田
山
、
南
側
は
森
領
の
鶴

見
明
岩
山
で
、
と
も
に
脇
座
氏
に
よ
っ
て
明
君
の
生
産
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。
詳
し
い
こ
と
は
「
史
談
五
・
六
号
の
拙
著
〔
豊
後
明

男
考
〕
」
に
述
べ
て
い
る
の
で
略
す
が
、
幕
府
の
専
売
品
と
し
て

宝
暦
年
間
に
は
全
国
に
出
回
る
明
男
の
約
六
割
を
生
産
し
て
い
た
。

特
に
雨
明
岩
山
よ
り
生
産
さ
れ
る
豊
後
明
男
は
、
江
戸
時
代
の
絵

入
り
百
科
全
書
と
も
云
え
る
「
和
漢
三
才
画
会
」
で
全
国
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
天
保
の
改
革
で
独
占
販
売
が
禁
じ
ら
れ
て
「
明
男
会
所
」
が
解

散
す
る
と
、
森
藩
は
鶴
見
明
岩
山
の
生
産
も
販
売
も
完
全
に
手
山

と
し
て
経
営
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
明
岩
山
御
手
山
二
相
成
り
候
二
付
キ
左
ノ
通
り
掛
り
仰
付
候

頭
成
御
代
官
ヨ
リ
明
岩
山
奉
行
兼
帯

宮
野
弥
学

猛
野
数
右
衛
門
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右
同
所
へ
代
り
代
り
相
法
メ
　
御
目
付
ケ

仰
付
ケ
ラ
レ
候

同
所
掛
り
仰
付
ラ
レ
候
開
　
万
端
引
請
ケ

御
益
筋
相
成
り
候
様
　
出
精
致
ス
旨
仰
付

ケ
ラ
レ
候

同
所
明
岩
元
／
役
仰
付
ラ
ル

　
右
地
場
頭
仰
付
ラ
ル

右
之
通
夫
々
御
役
割
仰
付
ラ
レ
候

小
倉

和
泉
屋

足

立

近

蔵

倉

成

東

馬

直

江

都

蔵

直

江

郡

蔵

忠

右

衛

門

専

左

衛

門

地
場
頭
　
圓

（
「
書
抜
」
）

七

口

　
天
保
十
四
年
に
森
藩
独
自
の
明
男
生
産
は
こ
の
よ
う
な
形
で
始

ま
っ
た
が
、
や
が
て
和
泉
屋
専
右
衛
門
が
菌
冗
に
な
り
、
手
な
れ

た
脇
屋
氏
が
直
接
生
産
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
男
山
の
福

子
は
大
半
が
地
元
の
百
姓
で
明
男
の
生
産
に
専
念
し
た
。
な
か
に

は
、
親
や
長
老
の
意
見
を
聴
か
ぬ
な
ら
ず
者
（
科
人
で
は
な
い
）

を
送
り
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
例
外
で
あ
る
。

　
鶴
見
明
岩
山
で
通
用
す
る
紙
幣
「
胴
着
札
」
が
出
さ
れ
た
が
、

発
行
元
は
お
そ
ら
く
清
元
の
和
泉
屋
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
府
市
誌
）

　
か
つ
て
明
岩
山
と
し
て
開
発
さ
れ
た
銅
山
は
、
硫
黄
を
含
ん
だ

蒸
気
の
噴
出
が
激
し
く
て
明
君
の
地
場
が
拵
え
に
く
く
、
む
し
ろ

石
や
砂
に
凝
り
付
い
た
硫
黄
の
採
集
に
適
し
て
い
た
。
銅
山
の
硫

黄
の
採
掘
権
は
北
中
村
庄
屋
の
直
江
氏
と
小
倉
の
佐
藤
吉
右
衛
門

に
あ
っ
た
。
「
書
抜
」
に
あ
る
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
、
願
主

雄
八
郎
の
□
上
書
に
よ
る
と
、
文
化
三
年
に
銅
山
に
硫
黄
掘
場
を

開
発
し
て
、
冥
加
銀
を
払
っ
て
文
化
十
三
年
、
文
政
五
年
と
過
去

三
度
採
掘
を
願
い
出
て
い
る
。
文
政
十
二
年
に
は
十
二
貫
目
い
り

吠
に
四
百
吠
大
坂
に
送
っ
た
。
そ
の
後
、
硫
黄
採
掘
に
関
す
記
事

は
絶
え
る
が
、
八
年
後
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
北
中
村
庄

屋
都
政
が
冥
加
金
十
両
で
生
産
を
願
い
出
て
い
る
。

　
鍋
山
硫
黄
の
生
産
は
、
逐
年
的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
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成
算
の
と
れ
る
量
が
凝
固
す
る
十
年
毎
に
行
な
わ
れ
た
。
た
だ
し

文
化
五
年
の
願
書
に
は
。
「
秋
作
不
作
」
の
た
め
と
あ
る
の
で
、
例

外
の
採
掘
で
あ
ろ
う
。
硫
黄
の
山
稼
ぎ
は
、
農
民
が
硫
黄
を
炊
く

煙
が
稲
穂
に
か
か
る
の
を
嫌
っ
た
の
で
、
稲
刈
り
後
の
十
月
か
ら

寒
風
の
激
し
い
季
節
を
通
し
て
三
月
に
お
わ
る
重
労
働
で
あ
っ
た
。

　
明
欝
も
硫
黄
も
大
坂
で
販
売
し
て
冥
加
金
は
大
坂
蔵
屋
敷
へ
上

納
さ
れ
た
。

　
鶴
見
村
で
は
服
の
栽
培
も
盛
ん
で
木
蝋
を
作
っ
て
藩
に
納
め
、

頭
成
港
よ
り
移
出
し
た
。
（
「
史
談
」
二
号
安
部
作
男
氏
項
参
照
）

山
鹿
流
兵
学
者
伊
島
梅
吉
　
（
又
兵
衛
倅
）

　
伊
島
梅
吉
（
熊
蔵
）
は
北
中
村
で
生
ま
れ
た
又
兵
衛
の
長
男
で

あ
る
。
文
武
に
長
じ
幼
年
期
か
ら
槍
術
に
打
ち
込
む
傍
ら
、
天
保

十
四
年
に
は
角
牟
礼
城
址
の
精
密
な
絵
図
面
を
描
い
て
早
く
か
ら

藩
主
に
才
能
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
梅
吉
は
日
頃
か
ら
山
鹿
流
兵

法
に
興
味
を
覚
え
て
独
学
し
て
い
た
が
、
藩
主
に
山
鹿
流
兵
法
の

伝
授
を
命
じ
ら
れ
て
岡
藩
に
遊
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
保
十

五
年
六
月
山
鹿
流
の
軍
学
を
修
め
、
免
許
皆
伝
し
て
岡
か
ら
帰
藩

し
た
。
同
年
八
月
、
梅
吉
は
藩
主
の
御
前
で
山
鹿
流
軍
学
を
披
漫

し
て
名
実
と
も
に
山
鹿
流
兵
学
者
伊
島
梅
吉
と
な
っ
た
。

　
父
又
兵
衛
は
翌
月
寺
社
奉
行
・
勘
定
奉
行
に
な
り
、
伊
島
家
は

絶
頂
期
を
迎
え
た
。

　
伊
島
梅
吉
は
藩
の
鉄
砲
稽
古
な
ど
に
も
深
く
か
か
わ
り
、
靭
展

様
の
軍
学
指
南
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
次
第
に
重
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
梅
吉
の
「
書
抜
」
に
よ
る
記
録
は
以
上
の
こ
と
で
お
わ

る
が
、
北
中
村
を
と
も
に
故
郷
と
す
る
重
枝
や
梅
吉
は
頻
繁
に
往

来
し
村
政
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
別
府
市
は
、
昭
和
五
十
九
年
、
市
制
執
行
六
十
周
年
の
記
念
と

し
て
「
別
府
市
誌
」
を
出
版
し
た
。
筆
者
は
近
世
（
江
戸
期
）
の

項
の
一
部
を
受
け
持
っ
た
が
、
森
藩
領
で
あ
っ
た
旧
鶴
見
村
に
つ

い
て
は
史
料
に
乏
し
く
、
満
足
の
い
く
記
事
が
書
け
ず
に
残
念
な

思
い
を
し
た
。
本
稿
は
そ
れ
を
補
う
つ
も
り
で
書
く
こ
と
に
し
た
。

　
今
回
は
『
森
藩
御
記
録
書
抜
』
の
「
在
方
・
町
方
・
他
方
方
編

巻
一
四
～
一
九
」
計
五
冊
と
「
雄
編
巻
廿
四
、
御
湯
治
・
他
編
巻

七
」
と
「
鶴
見
七
湯
の
記
」
を
参
照
し
た
。
「
御
記
録
書
抜
」
の

解
読
が
進
み
鶴
見
地
区
の
昔
が
蘇
る
事
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。
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